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四つのテスト
言行はこれに照らしてから

1. 真実か　どうか

2. みんなに公平か

3. 好意と友情を深めるか

4. みんなのためになるか　どうか 

ロータリーの目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

第 1　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

第 2　 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕
する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。

第 3　 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕
の理念を実践すること。

第 4　 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和
を推進すること。

付記 :「ロータリーの目的」の 4つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また同時に行動を起こさなけれ
ばならないものであるということで、RI 理事会の意見が一致している。
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2014-2015年度　国際ロータリー第2730地区　

ガバナー　田　中　  俊　實

　各クラブの会長さんはそれぞれ週報を交換してお互いに
勉強をされていることと思います。それと同じで我々ガバ
ナーも月信を交換して勉強をしております。ガバナーとし
てロータリアンとして大変役に立っております。第2680
地区神戸の滝澤功治ガバナーの４月号の月信に掲載された
米山記念奨学生の歓迎会に関する記事に、私自身反省させ
られました。日本ではせっかく米山奨学生のお世話をして
も、奨学期間が終わればそれっきりで何の連絡もないこと
に腹立たしい思いをもつロータリアンも多いと聞きます。
確かにそういうこともわからないではありませんが、滝
澤功治ガバナーは歓迎会で奨学生に対し、「あなた方は将
来必ず地域社会や国際社会でリーダーになる人だと思う。
今は仕事で忙しくてロータリーに思いを致す余裕はないか
も知れませんが、将来余裕ができたときに、かつて奨学生
のときに接したロータリー精神を思い出して欲しい。それ
で十分だ。」と話されたそうです。その時、私も思い出し
ました。数年前、韓国でさつまいもの交流会に出席した時
に、パーティーの席で、韓国人の研究者の人に「ロータ
リークラブの方ですね。私は米山奨学生でした。東京では
大変お世話になりました。」とお礼を言われたのです。私
がお世話した訳ではないのですが、何か心温まるものがあ
り、感激したことを思い出しました。今まで米山記念奨学
生に対し、ネガティブな考えを持っていたことを反省いた
しました。
　さて、東京でのロータリー会員基盤セミナーに参加し
てまいりました。まず１番目にRI戦略計画の説明とクラブ
（地区）戦略計画立案の必要性が強調され、クラブ戦略計
画の作り方と実践例が討議されました。次に我々の苦手
としておりますグローバルグラント奉仕の実践例、ロータ
リーデーの実践例が発表され、会員増強戦略シートの説明
が示されました。我々ロータリークラブの今後の道標を示

していただきました。これから月信、委員会等で皆様に具
体的に発表されますので楽しみにして下さい。特にお願い
したいことは「クラブ戦略計画」と「効果的なロータリー
クラブになるための活動計画の指標」はぜひ完成していた
だきたい。そして、PETS、地区研修・協議会で次年度RI
会長、ガバナーの方針を聞き、とり入れて、クラブ事業計
画書（公式訪問報告書）を完成して新年度をスタートして
いただきたいと思っております。
RI戦略計画には最初に価値観を行動にということで、私た
ちは親睦を通じて、生涯にわたる友情をはぐくみ、国や文
化を超えた理解を促します。私たちは、高潔性をもって約
束を守り抜き、倫理を守ります。多様性を誇るロータリー
はさまざまな考え方をつなぎ、多角的なアプローチで問題
に取り組みます。私たちは、奉仕を通じてリーダーシップ
と職業のスキルを生かし、地域社会の問題に取り組みま
す。と説明され、
次に戦略目標として３つの重点目標が明示されておりま
す。
１、クラブサポートと強化です
　・クラブの刷新制と柔軟性を育てる
　・さまざまな奉仕活動への参加を奨励する
　・会員基盤の多様性を奨励する
　・会員の勧誘と維持を改善する
　・リーダーを育成する
　・ダイナミックな新クラブを結成する
　・クラブと地区における戦略計画の立案を奨励する

２、人道的奉仕の重点化と増加です
　・ポリオを撲滅する
　・ 青少年や若きリーダーの支援、およびロータリーの６
つの重点分野と関連　したプログラムや活動において

ライトアップロータリー ハッピークラップゴー ありがとうロータリー
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持続可能性を高める
　・他団体との協力やつながりを深める
　・ 地元と海外の地域社会で多大な成果をもたらすプロ
ジェクトを生み出す

３、公共イメージと認知度の向上です
　・イメージとブランド認知を調和させる
　・行動を主体とした奉仕を推進する
　・中核的価値観を推進する
　・職業奉仕を強調する
　・ ネットワークづくりの機会、ならびにクラブ独自の活
動について広報するようクラブに奨励する

以上のことから、クラブ戦略計画とはRI戦略計画を基礎に
３年後にどんなクラブになりたいか又どんな奉仕をしたい
のか夢を描くことです。その為には１年目、２年目、３年

宮崎RC　第62代会長　坂下孝二
　2015年3月26日、大淵パストガバナーが逝去されました。先生は前々日の24日の例会
にもいつも通り出席されており、誠に突然のことであり会員一同、信じられない気持ちで
いっぱいでした。奉仕の精神にあふれる先生は、常にロータリーの先頭に立ち、私達をご
指導いただだき毅然たるお人柄で宮崎クラブはもとより、他のロータリアンからも信頼と
尊敬を集める存在でした。
　大淵PGは、1930年3月30日にお生まれになり、宮崎市橘通りで大淵産婦人科病院を経

営されていました。1973年11月6日に宮崎RCに入会され、1996年には44代宮崎RC会長、2001年にはRI第2730地
区ガバナーを務められ、その後、RI会長代理等の数々の要職を歴任され、ロータリアンとしても輝かしい足跡を残
されました。
　先生との思い出は語り尽くせませんが、2013年2月の宮崎RC創立60周年記念式典で主催クラブの世話役とし
て、先生と2人で島津久厚PG御夫妻やスポンサークラブである神戸RC会長と同じテーブルを囲みました。その折、
先生は私ども夫婦を丁寧にご紹介くださり、記念写真にもおさめていただきました。また、先生は当時の60周年記
念誌に次のように書かれておられます。
　『入会した頃は、昭和生まれなど数える程しかいなかったのが、知らぬ間に“昭和一桁”といって片手で数えるほ
どの数になってしまった。無欠席も34年位までは続けたような気がするが、毎回前に出ていくのが何となく気恥ず
かしくなり、30年以上無欠席ならもう良いだろうという気になった。ロータリーでは随分色んな方々と知り合い、
大変お世話になり、色々勉強させていただいた。ただもう感謝あるのみである。日本中で約10万人、世界で120万
人の仲間がいるというのは、何とも嬉しいことでは無いか。』と、ロータリーを語っておられます。
　私が会長を務めるようになった時、先生から「坂下君、最近は宮崎ロータリーも新しい会員が多くなっている。
君達みたいな若い会長も出てきた。昔のロータリーも大事だが、新しい事業も思いっきりやりなさい。そして、会
員のためになる役に立つ事業を考えなさい。」とのご示唆をいただきました。そのようなお言葉や、ご指導の数々
が頭から離れません。
　最後になりますが、大淵PGがロータリー発展のために尽くされた功績は大変大きく、謹んで厚く敬意を表したい
と思います。パストガバナー大淵達郎先生のご冥福を心よりお祈り申し上げ、偲ぶことばとさせていただきます。

目に具体的に誰がどのように行動するかを計画すること
だと思います。どんなクラブになりたいかとは、例会の
あり方、クラブの雰囲気、クラブ組織、同好会、研修、会
員数、出席率、女性比率、財団米山寄付…を考えましょ
う。次にどんな奉仕をしたいかとは、RI財団、米山記念奨
学会、青少年交換、VTT、災害復興支援、エンドポリオ、
献血など地元のニーズを掘り起こし、何をするかを考えま
しょう。参考になるものは「ロータリーの友」をよく読ん
で研究しましょう。
　私の説明で不足や間違いは指摘していただき、皆でまず
戦略計画を描き、実行し、そして、修正し高めてゆきま
しょう。そのことがクラブ活性化につながると思います。
ロータリーもIT化が進みつつあります。ロータリーの中味
は同じで、やり方が変わるのだと思います。とまどうこと
もあるでしょうが、ITが難しい人はできる人にやってもら
いましょう。

パストガバナー 大淵達郎先生を偲んで
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2014-2015年度　国際ロータリー第2730地区

ガバナーエレクト　野　中　  玄　雄
　　　　 　　　　　　　　　（延岡東RC）

　いよいよ、次期ガバナー年度が2ヶ月後に迫って参りま
した。そして、今月24日(日)には大詰めの「地区研修協議
会」が延岡で開催されます。
　各クラブに於かれましては、会長エレクトのもとに次年
度の活動方針や組織体制が具体化されていることと拝察し
ます。ここにあらためて、次年度に向けた当地区の活動方
針について再確認を行いたいと思います。
　私は先の「国際協議会」「地区チーム研修セミナー」
「会長エレクト研修会（PETS）」を通じて、順追って次
のことを伝えてまいりました。

１．次年度RI（国際ロータリー）テーマは？
「世界へのプレゼントになろう（Be a gift to the world ）」
が次年度のテーマであります。これは、K.R.ラビンドラン
RI会長エレクト（スリランカコロンボRC）から国際協議
会（2015.1.18～24・米国サンディエゴ）に於いて発表さ
れたものです。ご承知の通り、RIテーマは当該年度の世界
200ヶ国530地区・34,000クラブの共通の活動方針とされ
ます。いわば、RIテーマはロータリーが世界のネットワー
クであるための根本条件でもあります。

２． RI会長挨拶を熟読しよう！
　 　私は、「国際協議会」を終えて帰国後、最初の地区行
事「地区チーム研修セミナー」（2月14日～15日・ホテ
ルメリージュ延岡）で次のようにお伝えしました。「RI
テーマを理解するためには、RI会長の国際協議会での
テーマに対する挨拶文を熟読して下さい。」中でも次の
箇所は重要です。「“結局の所、私達の人生の価値はど
れほど得たかではなく、どれほど与えたかによって判断
される”」すなわち、「世界へのプレゼントになろう」
の“プレゼント”とは、ロータリーの奉仕そのものである
ことに気付かされます。

3．「世界へのプレゼント」とは？
　 　地区研修セミナーに続き、3月7日～8日に延岡キャ
トルセゾンマツイで開催の「PETS」では、RIテーマの
「世界・・・」について触れました。それは、「世界」

は必ずしも遥かなる地域や人々を指す訳ではないこと。
先づは、身近な所から考える。
　例えば、「家庭」「職場」もちろん「クラブ」も私達に
とっては大切な世界です。つまり、自分自身が身近な世界
でどのようなプレゼントが日常でできるのかを考えたいも
のです。
　もちろん、例会出席や財団、米山への協力も「世界への
プレゼント」です。地域発展・世界平和、或いは人生の成
功の原点もこのプレゼント次第かもしれません。

４．どのような活動を？
　 　来る5月23日にはいよいよ「地区研修協議会」（延
岡・野口記念館、他）の開催です。ラビンドランRI会長
エレクトは、RIテーマを具体化するための方策として
「RI会長賞（プログラム）」を提示しています。実は
「RI会長賞」のプログラムこそ、地区やクラブ活性化の
道標です。単に“受賞”を目的とするものではなく、我が
クラブでもできることを確かめるためのプログラムでも
あります。もちろん、会長増強とポリオ撲滅はRIあげて
の最重要課題です。

　他に、公共イメージ・ローターアクト・インターアクト
共同スポンサー・ロータリー地域社会共同隊（RCC）の件
なども地区あげての課題となります。
ちなみに、RIテーマに対して、当地区では「奉仕は力！活
かそう例会」を地区モットー（サブテーマ）として掲げま
す。いずれに致しましても、各クラブが活気に満ち溢れた
新年度になることを心から期待しております。
　地区一丸となって「世界へのプレゼントになろう」を邁
進して行きましょう。

世界へのプレゼントになろう
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公共イメージコーディネーター補佐（ARPIC）

RID2570　鈴　木　秀　憲 （吹上RC）
　2001－02年度、国際ロータリーは奉仕の第2世紀を迎
え、組織を導く長期的な計画の立案を始めました。「The RI 
Strategic Plan」当初は長期計画と和訳され、昨今は戦略計
画と訳されます。以来この戦略計画は定期的に見直され、更
新されています。（Strategic Planの直訳は戦略計画です。長
期計画の方が理解しやすいと感じますが、戦略計画とした方
が、重要性が高いと感じる様な気もします）
　2009年、RI理事会はこの大幅な見直しを行い、RIとロータ
リー財団が進むべき進路が一致するよう改訂し2010年7月1
日から有効としています。
　2015年3月30・31日に行われた会員基盤向上セミナーで、
ロータリーコーディネーターの金杉誠氏に伺ったお話（RI戦
略項目の3つの項目は夫々関連性を持っている）に自分の考え
を加えてまとめました。
　
RI戦略計画は、3つの優先項目と5つの中核的価値観で構成
されます。
3つの優先項目
○クラブのサポートと強化
　（ロータリーコーディネーターが支援）
○人道的奉仕の重点化と増加
　（ロータリー財団地域コーディネーターが支援）
○公共イメージと認知度の向上
　（公共イメージコーディネーターが支援）
注目すべき点は、3つの項目は夫々関連性を持っているという
事です。
即ち、人道的奉仕をすれば（結果として、世間の関心と評価は
高まり）自ずと公共イメージが上がります。公共イメージが上
がると（賛同者が増え、会員増強に繋がり）クラブのサポート
と強化に繋がります。クラブが強化されれば（会員が増強され
れば）人道的奉仕が更に進み、その結果公共イメージは上が
り、会員が増えクラブは強化されます。つまり、良い循環にな
るという事です。
この循環は、優先項目の何処から始めても（結果として）良い
循環になります。
大切な事は、先ず自ら始めるという事だと思います。
3つの優先項目には、具体的な目標が全部で16項目明示され
ています。どれも実現可能な事ばかりです。着手し易い身近な
事から始めましょう。

先ずは自分自身が公共イメージの向上を
　公共イメージは他人に云われて認識されるものではありま
せん。世間の方々が我々の言動を見て、良いと感じて下さる結

果です。
　我々の言動とは抽象的な表現ですが、具体的には戦略計画
を構成している5つの中核的価値観を、ロータリアン個々が大
切に磨き実行する事であると思います。
○奉　仕　 私達ロータリアンの重要な要素です。RIを通じ

て、或いは地区で、或いはクラブで、若しくは個人
で奉仕する喜びを実感しましょう。

○親　睦　 ここで指す親睦は、単なる飲み食いや遊びによる
親睦だけでは無く、奉仕を共に行う事によって心
の底から得られる親睦です。場合によっては民族
や国家をも超えて得られるものも有ると思いま
す。

○多様性　 私達の生き方は様々です。職業も色々です。環
境も仕組みも色々あります。自分の考えや身近の
方々の考えだけでは無く、多種の方々の存在や考
えを認め、理解し合う事が大切です。地域や国を
超えて理解し合う事で、自分自身の世界も広がる
と考えます。

○高潔性　 ロータリアンは、仕事に於いても、人間関係に於
いても常に高い倫理観を以って活動しています。
これは他人に押し付けるものでは無く、自分で
実践するのみです。黙っていても他人は観ていま
す。

○指導力　 ロータリアンは、夫々が夫々の分野に於いて優れ
たリーダーです。

　指導力を更に磨き、ロータリー活動に、或いは職業の場で、
或いは地域社会に於いて、この指導力を遺憾無く発揮しま
しょう。

最後に会員増強について一言
会員増強は、どんな組織にとっても必要な事です。
しかし、大切な事は、会員増強を会員数が少ないからと云う
組織の都合で行うのではなく、ロータリーへ入会して頂いて
「私達と一緒に良い事をしましょうよ。」と云う気持ちやお誘
いの呼びかけが無くてはならないという事です。
　○ロータリーに入会すると
　・素晴らしい考えや実績を持つ方 と々の出会いがあります。
　・自分や職業を高める機会を得られます。
　・自分の住む地域に貢献する行事に、参加する事が出来ます。
　・ 世界に於いて、困っている事を解決する行事に参加する
事が出来ます。

　 　こんな考えで、共に奉仕できるメンバーをお誘い頂きた
いと考えます。

コーディネーターニュース5月号 （2015年 4月 10日配信）

私なりにまとめたRI戦略計画とその実行
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　本年度の鹿児島市内分区におけるインターシティミーティ
ング（IM）は、CLPをテーマに開催され、田中俊實地区ガバナー
により口火が切られ、山下皓三パストガバナーの『CLPでク
ラブ活性化はできるのか』の演題のもとに、基調講演がなさ
れました。
　山下氏はロータリーの奉仕目的を自己研鑽と位置付けられ
たうえで、自己研鑽のために、クラブ活性化が肝要であると
強調されております。CLPの道程には、DLP（地区リーダー
シッププログラム）の導入を経由しておりますが、クラブない
し会員間の誤解もあり、スムーズにCLP が達成されてはいま
せんでした。氏の持論は、CLP が従前のクラブ組織を変更
することではないこと、奉仕活動の円満かつ活性化すること
により、意味があることを強調されました。当日は、市内１０
クラブのうち、９クラブからCLPの導入ないし取り組み方に
ついて、それぞれスピーチがなされました。また各クラブへ
のアンケートの結果は、各クラブの CLP 導入状況については、
既にCLP導入を決定しクラブの運営に役立て会則を決定して
いるクラブが５クラブ、長期計画として翌年ないし翌々年度に
はCLP 導入を予定しているクラブが３クラブあり、またCLP
導入を検討中のクラブが２クラブでした。

　昨年度の IMは、鹿児島県全県内のクラブを対象として開
催されましたが、本年度の IMは鹿児島ロータリークラブが
ホストクラブとなり、前記のとおり、市内分区の区域でなさ
れたにも関わらず、各クラブから合計100 名余り（登録者数
120 名）の多数の参加者があって盛会であったことご報告致
します。私もホストクラブの一員として、事前アンケート依頼
から当日の各クラブの文書によるレポート、当日の発表をも
拝見させて頂きましたが、CLP 導入については、会員の所属
人数に関わらずクラブないし会員の負担を増大するのではな
いかとの懸念があったと思われました。
　またCLPの狙いがクラブの体質強化・クラブの活性化にあ
ることは正論であり、理事・役員及び各委員長の役割を明確

化させ、組織内において横の連絡だけではなく、縦の効率良
いクラブ運営を実現する方法論を工夫し継続的に実行してい
き、そのことを２・３年おきに検証していくフォローアップが
必要になってくると確信しました。
　導入し経た各クラブのレポートによると、各委員会組織を
単年度で変更するのではなく所属会員を、短くとも２・３年
所属させるといった配慮が必要であり、会員にもそのことを
充分に理解してもらうことが先決だと思います。
　最後にクラブの運営をいう大きな目的からすれば、会長・
幹事・理事のしなければならない業務各委員会の存在意義
を前提に委員会の存在意義を十分に吟味したうえ、クラブ
の長期ないし短期計画のもとに特定のどの奉仕活動に絞って
活動していくかというクラブの運営方針を改めて、各クラブ
フォーラムの中で協議するということが望まれていると思いま
した。

IM 開催報告　【鹿児島分区】
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　楽しい楽しい、最高のロータリーデーとなりました。日
曜日の朝8時から11時までの時間、会場までの時間のおっ
くうな事、しかし募金活動を始めて徐々に、徐々に楽し
く、しかも有意義な日曜日を過ごす事が出来ました。それ
は、そこに行った人しか味わえない充実感と達成感であり
ました。都城盆地市（トラック市）にてポリオエンドナウ
の街頭募金を実施しました。
　当日は出店舗70店、14,000人の人出があり、なかなか
の盛況でございました。都城RC、都城北RC、都城西RC、
都城中央RCの会員20名にて実施、総額62.603の浄財を頂
く事が出来ました。
　なんせ募金活動は全員初めての為どのようにしてアピー
ルすれば良いのか手探りにてスタート、ぎこちなさが目立
ちます。西クラブの会長が「ありがとうロータリー」の音
源を確保、元気が出てきます。
　そのうち誰かが「ロータリークラブ」です。「ポリオ撲
滅にご協力をお願いします」大きな声が響きます。さらに
声が続きます。何人かの声が重なり、全体のテンションが
上がったその時、最初の募金が募金箱に入ります、しかも
高校生。すかさず「ご協力を頂きました。有り難う御座い
ました。」の声が飛びます。

　今まで列の後方で構えていた会員も前へ前へと進んで来
ます。さらに募金が入ります。有り難い、実に有り難い状
況が続きます。
　さすがロータリアン頼りになります。知った顔が見える
と、すかさず募金箱の前へ誘導し募金をお願いします。
　「ご協力有り難う御座いました。」の声と共に連鎖的に
募金箱の前は人だかり。バッジとメンバーが用意した粗品
をお渡しします。中には小学生も中学生も募金をしてくれ
ます。自分達の声に反応して下さった人達から元気をもら
います。すると私達の前のブースで青汁を販売されていた
店舗の方より温かい青汁を一人一人に「喉が渇いたでしょ
う」と振る舞ってもらい感激でした。
　さらにそのお隣の店舗の方は募金箱へ募金を又そのお隣
も、ここで出会った縁に感謝、実に心地よいコミュニケー
ションを体験しました。具体的に動けば具体的な答えが出

ました。普段、口は達者だけど行動がなかなかの我々に
とって予期せぬ思いやりには只只感謝でした。さらにロー
タリーメンバーも最後は前の店舗で買い物する思いやりを
発見、なかなかの物でありました。
　井福会員の奥様がお孫さんの手を引いて募金箱の前え、
お孫さんの手には袋一杯に一円玉、五円玉、十円玉、自分
の貯金を全てポリオ撲滅の為に募金箱へ入れて貰いまし
た。このイベントがある事を、じいちゃんから聞いたので
しょう。ファミリーの中でポリオを話題とした話もあった
事でしょう。そして行動に何物にも代えがたい、感謝と感
動と覚えました。今回のイベントを結構軽く考えていた自
分が恥ずかしい気持ちにもなりました。
　たまには汗を流し、協力して実働を体験するのもこれま
でとは違うコミュニケーションが展開される事を実感した
「エンドポリオナウ」のロータリーデーの事業でございま
した。募金を頂戴した方々に、参加された会員に感謝致し
ます。

ロータリーデー報告　【都城4ロータリークラブ合同】



第27回全国RA研修会報告

3月21日と22日の第27回全国ローターアクト研修会に参加し
て参りましたので、ご報告致します。
　場所は福島県郡山市、会場はホテルハマツの3階大会場で
開催されました。当地区からはRAC会員8名と私の9名で参加
致しました。参加地区は33地区、来賓5名、参加ロータリアン
112名、参加ローターアクト492名で合計616名の登録者数
でした。因みに現在の全国のRAC会員数は3,254名で、24地
区が1から9RAC、7地区が10から19RAC、2地区が20RAC以
上で、当地区は20RACで203名を有しています。一番多い地
区は第2650地区福井県、滋賀県、奈良県、京都府29RACで
259名です。
　この研修会は毎年その地区のガバナーの了承を得て1年に
1回、この時期に開催されます。今回は第2530地区福島県の
RACがホスト地区となり、テーマ「ふくしまから見つめる日本
の未来」で準備がなされ、大会が催されました。
　式典が野崎潔ガバナーの歓迎の挨拶をはじめ、佐藤利男
地区青少年奉仕委員長、廣澤俊樹地区RA委員長、千田将士
RA地区代表、鈴木雄喜実行委員長、ご来賓に内堀雅雄福島
県知事、品川萬里郡山市長さん方がご登壇され、勿論、大震
災と津波、原発事故後の状況を語られ、県民の思いや実情
が、深く伝わりました。

　講演が90分間、伊藤江梨氏のテーマ「ふくしまはいま、ど
んな状況なのか_若手世代が内側から見つめて」がありまし
た。内容は震災後から今までの現地の状況、県としての対
応、風評被害、福島県産品の安全性、など現実を直視する問
題点や今後の対応がありました。
　全国RA研修会では、少し期待をして臨んで来ました。それ
は全国の地区RA委員長が一同に会するので意見交換会の場
があればと思いましたが、この度は当初から計画にありません
でした。折角集まったのにそれぞれの状況を知る分科会が無

かったのは残念でした。分科会は4つありテーマ別に分かれて
いてそれはそれで皆有意義な時間を過ごしていたようでした。
　私はたまたまこの郡山の大学を卒業しましたので親しい友
人もおり、今回、原発までは行きませんでしたが、震災の被害
のあった東海岸の様子を伺うことが出来ました。大学の春の
合宿所として使っていたドライブインがどうなっているか知り
たかったのです。それは塩屋崎灯台の直ぐ後ろにあり、現在も
営業をしていました。なぜ津波に遭わなかったかと言えば、南
西から来る波が、灯台がある小高い岬に阻まれてそこは波が
通って行かなかったようです。それを友人に聞き、嬉しくて店
に入り、40年以上前の雰囲気はないものの、その場所があっ
たことに喜びを感じました。また、我々が出来る福島への支援
は物を買うこともひとつです。風評被害で物が売れないのを
お土産として買うことで私は協力をしました。米どころのお酒
を何本か買って帰りました。
　1泊2日の会議も次期のRA地区代表の一言ずつで終わりが
近くなります。皆、元気にそれぞれもパフォーマンスも加えな
がら地区のアピールに余念が無いようでした。私たちロータリ
アンはこの若者が日本をよく見つめ地域に根ざした活動を通
し、良きロータリーファミリーになってくれることを心から期
待するところでした。
　当地区のローターアクトも真面目に真摯に取り組んで参加
してくれました。ロータリアンから預かった地区活動資金に恥
じない研修会に臨んだことをここにご報告致します。

地区RA委員長　岩　澤　浩　二
　　　　 　　　　　　　　　（加治木RC）
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第３回地区運営委員会議事録

開催日時：２０１５年４月５日（日）
会場：メインホテル　開始：１３：３０　終了：１５：３０
出席者（所属クラブ）
田中 G（鹿屋 RC）、野中 GE（延岡東 RC）、大重 GN（指
宿 RC）、押川 GND（宮崎北 RC）、海江田 PG（鹿児島中央
RC）、安満 PG（加治木 RC）、菊地 PG（Japan Current）、冨
永 PG（川内 RC）、田村 PG（延岡 RC）、秦 PG（宮崎中央
RC）、伊藤 PG（鹿児島RC）、長峯 PG（都城 RC）、山下 PG（鹿
児島西 RC）、大迫 PG（宮崎南 RC）、尾形 AG（延岡 RC）、
東 AG（都城中央 RC）、坂下AG（日南中央 RC）、頴川AG（川
内 RC）、西村AG（頴娃 RC）、川野AG（姶良 RC）、風呂井
AG（鹿屋西 RC）、上田 AG（鹿児島北 RC）小園 AG（鹿児島
城西 RC）、名島 AG（奄美 RC）、川原クラブ管理部門長（鹿児
島 SWRC）、田上拡大増強部門長（かのや東 RC）、古木奉仕
プロジェクト部門長（鹿児島西 RC）、喜島 R 財団部門長（宮崎
西 RC）、永田米山記念奨学部門長（鹿児島RC）、水居公共イ
メージ部門長（宮崎 RC）村上地区幹事（鹿屋 RC）、内野財務
委員長（鹿屋 RC）、上村筆頭副幹事（志布志 RC）、新谷次期
財務委員長（延岡東 RC）、岸上次期築副幹事（延岡東 RC）堀
之内次々期地区幹事（指宿 RC）、吉利次々期副幹事（指宿 RC）

［開催事項］
１．報告事項
（１）各ガバナー補佐報告
（２）各部門長報告

２．協議事項
（１）公共イメージ部門後期活動計画について
（２）その他

［詳　　細］
１．報告事項
（１）  各ガバナー補佐による今期活動状況報告がなされた。
会員増強、CLP 進捗、エンドポリオナウ、ロータリーデーを
主テーマに報告。
（田中ガバナー）次年度ガバナー補佐としっかり引き継ぎを行
い、スムーズにスタートできるように。

（２）各部門長報告は、配布資料に基づくものであり、割愛。
（田中ガバナー）各部門長に対し、謝意。また、突発的な資
金が必要な時が見受けられる。それに対処できる基金づくり
が必要である。今年度の会計報告は、そのような報告をし、
提案していきたい。
（意見交換）がなされた。

（安満 PG）ロータリーコーディネーターの立場から。「ロータ
リーの目的」の奉仕の理念、これ自体が職業奉仕です。

　その下の4つの項目は実践論です。この目的が我々ロータ
リーのやるべきこと、考えるべきことであり、5大奉仕の各委
員会は目的を実行するためにクラブの組織論として生まれて
きたもの。今、変わる過程にあると言える。即ち「目的」が一
番重要であり、各奉仕委員会の名前は、クラブの組織論とし
て生まれてきて、その目的を実行するために生まれたものと
いうことを念頭に考える必要がある。
（田中G）4大奉仕を大事に思っていた人達に納得のできる
ようなCLPの運営の仕方を皆さんと共に今後も研究していけ
ればよい。

２．協議事項
（１）公共イメージ部門後期活動について
水居部門長より、６月末までにサイト構成見直しをし、デザ
インを一新する等の提案がなされた。（詳細は配布資料参照）
（田中G） それでは、予算内の運営で提案どおりにすすめてく

ださい。

（２）野中GEより、次年度に係わるスケジュール等の説明。
配布資料参照
（田中G）各部門と各分区は引き継ぎをして、最後まで走りき
り、次年度へたすきをつないでください。本日はありがとう
ございました。
（村上地区幹事）運営委員会のあり方、進め方を模索した1
年間でした。次年度はまた改善されたものになろうと思いま
す。ご協力をお願いしたい。

以上をもちまして、第３回地区運営委員会を終了します。
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文 庫 通 信文 庫 通 信

ロータリー文庫
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階　開館.午前10時~午後5時　休館.土・日・祝祭日

TEL.03-3433-6456　FAX.03-3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。ロータリー関

係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2万 4千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信に

よるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページ

で PDF もご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以

下資料のご紹介を致します。

【332号】

必読のロータリー情報
◎「信天翁（AHODORI) よちよち歩く」　斉木亀治郎　姫路R.C.　1970　209p
◎「ロータリーの初心をたずねて」　小堀憲助　東京千種会　1971　54p
◎「ロータリーにおける思考と行動」　菅野多利雄　1972　128p
◎「おゝロータリアン（職業奉仕とは）」　金沢北R.C.　1975　84p  
◎「ロータリーの本」　森 光繁　今治R.C.　1971　126p
◎「ようこそロータリーへ・新装」　佐藤千壽　東京江北R.C.　2000　87p
◎「純粋ロータリー理論からみたロータリーの経営哲学」　小堀憲助　千種会　2009　79p 

［上記申込先：ロータリー文庫 ]
◎「ロータリーの森を歩く」　佐古亮尊　大村北R.C.　2005　345p 

［申込先：長崎新聞社出版室　FAX(095)848-4856]
◎「ロータリーの心と原点」　廣畑富雄　2014　171p

［申込先：(株 ) エムケイスペース　FAX(092)737-9557]

次年度ガバナー補佐交代のご連絡
2015 － 16 年度　宮崎県西部分区ガバナー補佐　

木脇　義紹　会員　➡　木場　智彦　会員
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３月の寄付金傾向

公益社団法人ロータリー米山記念奨学会
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国際ロータリー第2730地区　主な行事実施予定一覧
行　　事 時　間 場　　所 摘　　要

5月10日 日 新会員のための地区研修セミナー 11：00 メインホテル 記念講演
15：30～

5月11－13日 月・火・水 東日本被災地訪問 岩手県、福島県
5月16日 土 日向東RC40周年記念式典・祝賀会 15：00 日向市文化交流センター
5月16日 土 宮崎県南部・西部分区ライラ 10：00 日南第一ホテル
5月19－20日 火・水 韓国第3661地区　地区大会 海雲台センタ厶ホテル他
5月23日 土 地区会員増強セミナー 14：00 ホテルメリージュ延岡
5月24日 日 地区研修・協議会 9：30 野口記念館他
5月30－31日 土・日 第44回地区RA幹部研修会 霧島市国分予定
5月30－31日 土・日 鹿児島県北部・西部分区ライラ 13：30 紫尾神の湯キャンプ場他
6月6日 土 串木野RC50周年記念式典・祝賀会 15：00 いちきアクアホール　他
6月6-9日 土-火 国際ロータリー世界大会 サンパウロ　アニェンビ展示場他
6月13日 土 地区RA委員会 姶良市（加治木町さえずりの森）
6月14日 日 指宿RC50周年記念式典・祝賀会 指宿いわさきホテル
6月21日 日 地区青少年交換報告会 都城市地区事務所（ﾒｲﾝﾎﾃﾙﾅｶﾑﾗ）
6月27－28日 土・日 ガバナー補佐会議 奄美市
10月16－18日 金・土・日 2015-16年度地区大会予定 延岡総合文化センター他

■垣迫　一好（延岡中央RC）
■山﨑　國弘（延岡中央RC）
■猪狩　信浩（延岡中央RC）
■春日　誠司（日向東RC）
■大淵　達郎（宮崎RC）
■緒方　芙美子（宮崎西RC）
■金丸　健二（宮崎北RC）
■徳丸　幸市（宮崎北RC）
■安西　丈夫（宮崎中央RC）
■井戸川　恭久（西都RC）
■大西　正哲（都城RC）
■中村　雄一郎（都城北RC）
■奥村　俊彦（都城中央RC）
■秋山　浩（都城中央RC）
■河野　直子（Japan　Current　E- クラブ）

●退　会　者　おつかれさまでした。

■石渡ウイリアム（日向RC）
■長濱尚美（宮崎北RC）
■中薗　茂（阿久根RC）
■検見崎治久（阿久根RC)
■向井　弘（指宿RC)
■小谷正春（国分RC）

●入　会　者　おめでとうございます。

■笹峯　伸二（日南RC）
■東屋敷　修（出水RC)
■平原　敏幸（出水RC)
■向井　弘（阿久根RC)
■内田　敏（川内RC)
■木幡　研一（川内RC)
■國弘　崇（川内RC）
■益田　圭司郎（伊集院RC)
■山中　克午（頴娃RC)
■諏訪田　敏郎（指宿RC)
■安部　康博（国分RC）
■東森　良雄（国分中央RC）
■勝目　靖（加治木RC)
■南　信好（加治木RC)
■菊永　栄一郎（鹿屋RC)

■宮園　剛（鹿屋西RC）
■八幡　義之（鹿屋西RC)
■内藤　由佳（志布志RC）
■石倉　勝美（きもつきRC）
■土屋　俊夫（きもつきRC)
■有満　悦朗（南九州大崎RC)
■谷口　優二（志布志みなとRC)
■池上　茂樹（鹿児島RC)
■城野　正明（鹿児島RC）
■間崎　徹也（鹿児島西RC）
■西村　浩司（鹿児島中央RC）
■清水　卓（鹿児島城西RC）
■工藤　浩修（鹿児島東RC）
■金田　実（鹿児島北RC）
■大瀧　伸二（奄美RC）

■笹峯伸二（加治木RC）
■東　英樹（鹿屋RC）
■陣之内　武（鹿屋RC)
■東　一孝（串良RC）
■原田孝子（串良RC）
■下舞　毅（南九州大崎RC)

■川路啓次（志布志みなとRC)
■上村洋一（鹿児島東南RC）
■伊庭勝彦（鹿児島城西RC）
■中川大作（鹿児島東RC）
■松比良　剛（鹿児島東RC）

都城西RC
池 田　誠 至 朗
享年67歳
4月７日ご逝去
ロータリー歴5年

宮崎RC
大　淵　達　郎
享年84歳
3月25日ご逝去
ロータリー歴41年

鹿児島東RC
工　藤　浩　修
享年61歳
3月18日ご逝去
ロータリー歴25年

訃　報   謹んでご冥福をお祈り申し上げます
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Rotary My Life  ~ 我がロータリーの歴史 ~

　宮崎県のロータリー
クラブは戦後復興の兆
しが見え始めた頃、神
戸ロータリークラブの
推薦と大分別府 RC の
後押しで、奉仕の理想
を掲げ県内初の RC と
し て 昭 和 28 年 2 月
（1953 年）　岩切章太
郎氏を初代会長に会員
39 名で誕生した。その後県内各地へその輪を広
げ、子クラブを次々誕生させ親クラブとしてその
活動を開始した。当初はロ - タリーの内容に戸惑
い隣県へ視察、右顧左眄の繰り返しその中で岩切
会長は「心配するな工夫せよ」の名言セリフで指
導に当たった。当初地区は九州は 2区に熊本、大
分、鹿児島、宮崎の 4県合同で第 273 地区とし
て活動し、地区大会、委員会等の会議は各県巡り、
私の担当青少年委員会は別府、湯布院、熊本、指
宿と丁度ローターアクト活動の設立時期で車の移
動、青少年の引率と大変でした。　その後 80年
代には四県地区は鹿児島、宮崎の 2730 地区に分
割し距離間が親交の輪も深め委員会活動も活発と
なってきた。
　宮崎 RC は歴史と伝統のクラブとして他の RC
より注目をされてきたが、例会は固くてメー
キャップし難いと敬遠されていた。しかし時を経
て人も変わり、楽しい例会にしようと改革刷新、
委員会活動の活発化 RAC,IAC、の設立で古い会員
より白眼視され、私の会長時の 1990 年は批判も
あったが、シニア会員を名誉会員へ、財団へ毎月
1回 100 万ドル食事として軽食にして半額を寄
付、例会を30分早くし、開会前のミーティングに、
毎月 1回の夜間例会は旨い酒と食事でお互いの親
睦を、チャレンジ 100 名で会員数を維持する。
　職業奉仕賞は創立 10周年を期に始め地域社会
へ顕著な働きの職業人を毎年報奨し 52回を数え
ている。13 年前にスタートした毎月開催のプロ
バスクラブは会員の老齢化が問題となり研究中で
ある。等々まだ課題も抱え工夫せねばならない。

地区大会には姉妹 RCブサンより 28名、山形 15
名参加と友好の輪を広げ、山形 RCとの交流は今
も記念行事には必ず相互訪問しその実を挙げてい
る。更に曾て宮崎 RC在籍の旧会員との絆も強く
毎年東京、大阪、福岡の会員との交歓会を続け、
更に古都歴史の奈良 RC との友好 RC も開始して
いる。
　その他 RC甲子園野球には例年大挙参加し好成
績を残し、財団奨学生、米山基金外国子女の受け
入れ、ロータリーの森の作業と熱心な会員の奉仕
と友情に支えられ益々の発展が期待されている。
　今後も老舗を守り、ロータリーの元祖として地
区のリーダーシップを続けて行く事を願って止み
ません。長い間の RC 活動に感謝し、地区と RC
の発展を祈念いたします。
有難うございました。

井　脇　敏　男  氏（85才）
昭和4年10月6日生　
吉村石材店　代表者

【ロータリー歴】

1969年　宮崎RC入会
1989年　クラブ会長　地区大会ホスト
1990～2000年　 地区委員、青少年、ローターア

クト、ライラ、拡大
2001～2002年　地区幹事、大会幹事
2004～2006年　地区補助金委員長

会員歴

46年

各クラブの皆様、このコーナーへの投稿お待ちしています。
※編集の都合上変更する場合もあります。
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